天皇の間・七ツ岩コース（ビジターセンターエリア）
行程：1.6 km
所要時間：50分（周回）
最寄りのバス停：
● 七ツ岩吊橋で下車、塩原ビジターセンター起点まで徒歩（300 m、徒歩7分）

コース概要：
七ツ岩コースは、塩原温泉ビジターセンターと天皇の間記念公園の近くの、箒川の曲線に沿って前山国有林の中を歩く手軽な散策路である。
コースは、やしおコースと同じルートで始まり、モミ、ナラ、コナラの原生林を通って約200メートル周回すると、天皇の間記念公園の前に出る。その後、箒川の流れに沿って道は続くが、そこから遠くの方に多くの巨岩が目に入る。道は迂回し、七ツ岩吊橋を渡って折り返す。そこからビジターセンターの西にある森林を少し歩くと、コースは終了する。

見どころ：
野立岩
箒川で最も大きい岩の一つ。言い伝えがいくつかあり、塩原を通った際にこの岩の上で一晩野営した領主がいたという。

七ツ岩および七ツ岩吊橋
箒川には、巨大な7つの奇岩が集まっている場所がある。橋は奇岩群を眺めるのに適した場所であり、七ツ岩バス停からビジターセンターへの近道である。

七ツ岩足湯
この無料の足湯は、ビジターセンター対岸のバス停近くにある。1年中開放されており、春にはツツジの花、秋には紅葉を眺めるのに適した場所である。

天皇の間記念公園
公園には、旧塩原御用邸の一部があり、伝統的な日本庭園に囲まれている。この御用邸には、天皇とその家族が塩原を訪れた際に使用した家具、衣服など、様々な品が所蔵されている。

